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 皆様お元気ですか。 

 今年の暑さには、本当に参りましたが、良くできたもので９月２３日のお彼岸から

涼しくなり、天高く景色も変わって見え、秋が来ていることを感じることが出来るよ

うになりました。 

 ９月１４日に民主党の代表に管直人総理大臣が再度選出されましたが、この件に対

しては皆様には大変御迷惑をお掛け致しました。 

 わたしは民主党の地方議員として、この代表選に参加致しましたが、菅首相は就任

後３月間であり、大きな失策もなく参議院選挙で議席を減らしたことを理由に代表を

替えることが良いことなのか、日本の首相が１年間で何度も替わることが良いことな

のか等考えて、菅首相を支持致しました。 

 さて、飯塚市議会では、９月８日から９月３０日まで９月定例市議会が開催されま

した。 

 今回の定例市議会では、６月定例市議会に引き続き「大学を利用してのまちづくり

について」と、「飯塚市議会議員の一般選挙の日程について」一般質問を行いました。 

 

平成２２年９月２７日に開催された「民主党福岡県連 風の音夕べ２０１０」にて 

 山本衆議院議員、吉村福岡県議会議員、大島参議院議員、佐藤飯塚市議会議員と 
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平成２２年９月定例市議会報告 
 ９月定例市議会が、９月８日から９月３０日まで開催されました。 

 今回の定例市議会では、市役所１階に総合窓口を設置、障がい者等に対応するため

の庁舎改修する費用２９４２万３千円、高齢者福祉サービス利用者ファイル等整理事

業、障がい児放課後対策事業等に取組む費用として緊急雇用創出事業臨時特例基金事

業費２５９６万８千円、活力ある高収益型園芸産地育成事業補助金２３６０万５千円、 

農業の担い手育成・確保対策事業補助金２２８万円、地域活性化商品券発行事業補助

金１４００万円、鯰田中線改良事業に伴う荒巻遺跡発掘遺跡調査受託事業費１５３２

万８千円等が計上された、「平成２２年度飯塚市一般会計補正予算（第３号）。」 

児童扶養手当法の改正でこれまで母子家庭に支給されていた医療費を父子家庭にも

支給範囲を拡大するための「飯塚市ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部

を改正する条例。」 

頴田病院敷地内に療育関連通所施設が設置されることに伴い、この施設の敷地を㈱

療育振興プロジェクトに無償で貸し付けるための、「財産の無償貸付け（療育関連通所

施設敷）。」 

 伊岐須会館の廃止と廃止後特定目的普通財産として管理することと、立岩会館・穂

波人権啓発センター・筑穂人権センターの休館日の統一のための、「飯塚市同和会館及

び人権啓発センター条例の一部を改正する条例。」 

 飯塚市斎場の管理運営を指定管理者に委託する「指定管理者の指定（飯塚市斎場）。」 

 本町、飯塚立体、東町駐車場の飯塚市市営駐車場の管理運営を指定管理者に委託す

る「指定管理者の指定（飯塚市営駐車場）。」 

 旧筑穂町の地域を対象として、過疎地域自立促進特別措置法の６年間延長に伴い引

続き計画を定めるための、「飯塚市過疎地域自立促進計画を定めること。」等の１７議

案が審議され、全て可決致しました。 

 また、１８件の各平成２１年度会計の歳入歳出決算の認定については、閉会中に審

議することになりました。 

 報告事項については、「平成２１年度健全化判断比率及び公営企業の資金不足比率の

報告」等４件が報告されました。 

 議員提出議案は９件審議されましたが、この中で、わたしは「議会の長期空白期間

を生じさせないための飯塚市議会議員一般選挙執行日の設定」に関する決議と、「地方

公共団体の議会の議員及び長の選挙期日等の臨時特例に関する法律等の制定に反対す

る意見書」の提出者となりました。（この２件の議員提出議案は、議長を除く３３名中

３０名の賛成で可決されました。 
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「大学を利用してまちづくり」一般質問 
６月市議会の代表質問では、市内にある雇用促進住宅を留学生の宿舎にしてはどう

か検討することを要望し、市長も検討することを約束されましたが、その後、雇用促

進住宅を管理運営しています財団法人雇用促進協会と交渉をされたのか。交渉されて

いるならば、どの様な反応だったのか。また、交渉の結果、市長は、留学生の受け入

れは５００人構想を持って、この任期４年間では２００人を受け入れる体制を整える

ことを言われていますが、これに対しての実施計画を検討されたのか。先の代表質問

では、関係機関と一緒になって留学生の住居問題には取り組んでいくとの答弁であっ

たが、具体的な動きがあったのか、留学生の受入れ体制の進捗状況を質しました。 

 

 

 

 

 

 

 

これに対して、雇用促進住宅については、 

平成３３年度までに国の方針として譲渡・廃 

止する事が決まっている。譲渡の条件として 

は、公的な住宅として１０年間は用途の変更 

はしないこと、現状のままでの譲渡であり現 

在の入居者との契約を継続すること。市が分譲を希望した場合鑑定評価の概ね半額で

分譲する。公的な住宅としての用途を変えなければ、一部留学生向けに活用すること

は飯塚市の判断に委ねる。九州工業大学としては、来年４月より教職員住宅の一部を

留学生用宿舎として２０戸用意し１戸に３名入居で６０名分確保する予定である。ま

た、国際交流会館の単身者向け１２戸、家族向け３戸、夫婦向け３戸、市の清水谷留

学生住宅１６戸を利用することにより、約１００名程度の住居は確保出来る見通しで

あり、平成２３年度においては一応の対応はできるとの答弁でした。 

 この答弁に対し、飯塚市立病院の運営状況の報告の際、看護士寮・職員住宅が空室

の状況で利用されていないとの報告があり、この建物を留学生用の住宅として利用す

ることを提案致しました。この提案に対し、職員住宅の２棟１５戸については、利用

可能であると考えている。病院事業以外の利用について独立行政法人労働者健康福祉

機構に対して用途変更の申請が必要で、事前協議書を提出しているとのことでした。 
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「飯塚市議会議員一般選挙の日程」一般質問 
新聞報道で初めて知りましたが、平成２２年９月３日、飯塚選挙管理委員会は、飯

塚市議会議員選挙の日程について、「地方公共団体の議会の議員及び長の選挙期日等の

臨時特例に関する法律等の施行について（通知）」が出た場合は平成２３年４月２４日

（日）に実施が考えられる地方統一選挙に合わせて実施する。この臨時特例法が出な

い場合は、平成２３年３月６日（日）に、市単独の市議会議員選挙を行うと発表がさ

れたとありました。また、臨時特例法が出た場合、市議会の任期は平成２３年の３月

１０日までですから、３月１１日から４月２４日までは市議会議員が不在、市議会の

不在が４４日間となるとあり、政治的空白が長く続くため苦慮したと説明されたとあ

りましたが、結局、選挙管理委員会は、市議会が４４日間不在することを選択した。

とのことでした。（この新聞報道後、総務省の動きについて調査したところこの臨時特

例法は提出される方向であるとのことでした。） 

 現在、飯塚市は１市４町が合併して５年目を迎えて、小中学校の再編など、市内の

全ての公共施設の見直しを行っています。また、市内１２地区にまちづくり協議会を

設置する方針を掲げるなどしながら、合併後の新しい一体となったまちづくりを進め

ている状況にあります。 

市長も本年度の施政方針では、「これまでの地方分権から、地域のことは地域で決め

るという地方主権の確立に向けた 

取組みが進められています。」と述 

べられ、まちづくりに積極的に取 

組む考えを示されています。 

わたしは、このような状況の中 

で４４日間の政治的空白が生じる 

事が飯塚市のためになるのか疑問 

に思い、市の考えを質しました。 

これに対して、副市長が答弁に 

立ちましたが、「政治的空白を前提 

とした臨時特例法については違和 

感を持つ、臨時特例法の中に在任 

特例処置が盛り込まれるように市 

長会等を通じて空白が生じないよ 

うに国に要望していきたい。」との 

ことでした。  
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「公共施設を木造で」国も県も取組む 
 ６月定例市議 

会の代表質問で、 

相田の市営住宅 

の建替えには、 

木造で取組む様 

に要望し、市は 

当初の４棟の高 

層での住宅建設 

計画を一部木造 

低層住宅での検 

討をする方針に 

変更致しました。 

国においても 

林業再生・温暖 

化防止のため低 

層の公共施設は 

木造で取り組む 

様になりました。 

また、福岡県 

議会においても 

９月定例県議会 

で「林業の振興」 

と題して民主党 

に所属する県議 

会議員による一 

般質問が行われ 

ました。 
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西日本フォーラム２１公開シンポ 

「新時代の公共交通と地域づくり」に参加 
 １０月６日（水）に、大牟田市で西日本新聞社主催の、西日本フォーラム２１公開

シンポジウム、「新時代の公共交通と地域づくり」と題しての講演が開催されました。 

 この講演では、戦後各都市の市街地化は鉄道・軌道に沿って発展し、その後道路・

モータリゼーションの発展により人口の低密度の市街地として拡散していったが、今

後は、人口が減少することに対応してコンパクトな集約型の都市構造への再編が不可

欠で、求めるべき市街地像は、基本的な公共交通沿いに集約拠点の形成を促進する事

が求められる。と、次の様な国の「集約型都市構造」実現に向けた考え方が示されま

した。 

 （１）これまでの拡散型の都市構造を放置した場合、 

◎高齢者の生活移動の不安（超高齢社会は、生活移動に不安を抱える高齢世帯が大幅

に増加する恐れがある、高齢者の自動車運転の交通事故による死者数は、全年齢平

均の約２倍） ◎中心市街地のなお一層の衰退（中心市街地からの人口流出と都市

機能の拡散は、まちの質的低下を招く恐れがある、夜間人口の低下が続く市街地の

停滞は極めて深刻） ◎環境への負荷の高まり（拡散傾向の高い都市は、１人当た

りの交通エネルギー消費がより増大する傾向がある、拡散型都市構造を放置するこ

とは、環境への負担をかけ続ける状況を継続） ◎都市財政の圧迫（都市施設の維

持管理、福祉施策等の行政コストの増大が懸念される） ◎モータリゼーション・

スパイラルによる問題の更なる悪化（幹線道路整備によって自動車利用が拡大する

と大規模商業施設等の郊外立地のように自動車依存型の都市構造が促進、その結果、

新たな道路交通需要が生まれ幹線道路の必要性が高まり、自動車利用の利便性等が

向上すれば、一層生活の自動車依存が高まるといったモータリゼーション・スパイ

ラルが生じる） 

 （２）目指すべき都市像 集約型都市構造 

◎基幹的な公共交通の軸上に集約拠点の形成を促進し、各種機能の集積を図る（中心

市街地は、都市全体に必要な高次の都市機能や居住機能等の集約を促進、その他の

集約拠点は、居住機能の集約を図るとともに日常的な生活機能を整備する、バス停

等の周辺には、居住機能の集積を促進する。） ◎集約型都市構造を支える公共交通

には、高度なサービス水準を確保する必要がある（基幹的な公共交通軸では、定時

性、運行間隔、運行時間帯等に関して、自家用自動車による移動と遜色のないサー

ビス水準にするとともに、市街地整備による集約型都市構造の形成と連携していく
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ことが必要、中心市街地では、徒歩と公共交通で移動が可能となるとともに、高齢

者等においても無理なく利用し易い公共交通サービスを提供、集約拠点とその他地

域を結ぶ路線では、きめ細かな移動に対して高齢者等でも利用し易い公共交通サー

ビスに配慮）とありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯塚市では、国道２００号バイパスに沿い各種の郊外店が出来てきていますが、

市は、旧飯塚市の本町・東町商店街等、飯塚駅周辺、新飯塚駅周辺等の区域を中心

市街地と指定してこの活性化に取り組んでいます。また、国の補助金でコミュニテ

ィバス事業を運営していますが見直しの必要性も指摘されています。これらの状況

を講演内容と比較しながら、今後、地域の生活環境が維持できる総合的な視点に立

った「まちづくり」に取組まなくてはならないことに改めて認識した講演でした。 

八木山バイパス無料化社会実験交通量増加 
 現在、八木山バイパスの無料化社会実験が行われていますが、平成２２年５月と実

験開始後の７月の平日の交通実態調査結果では、国道２００号バイパスからの田川方

面入り口で「２０００台／１２Ｈ」の増加、堀池では福岡方面「１９００台／１２Ｈ」

増加・田川方面「５００台／１２Ｈ」増加、となっています。 

 実際に八木山バイパスを利用してみますと、田川から飯塚に向かう場合、筑豊烏尾

トンネル入口まで１㎞程度渋滞しています、また、八木山バイパスから飯塚に向かう

と堀池、鶴三緒で渋滞となります。 

 現在の計画では、国道２００号バイパスから堀池の間については、平成２３年４月

には片道２車線で利用出来る予定ですが、残す、「堀池・鶴三緒」、「下三緒・筑豊烏尾

トンネル入口（庄内側）」、「筑豊烏尾トンネル出口（田川側）・見立」の間のトンネル

を除く部分の片道２車線化の早期完成が交通渋滞緩和には必要です。 

 市に対して、国に、この交通量の実態調査に基づき、飯塚市と共に関係自治体と共

同で早期完成の要望書を提出するように提言をしています。 
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飯塚第３中を飯塚第１中へ統合要望 
 飯塚市の教育委員会は、小中学校の再編に関して市内の小学校２２校を１８校に、

中学校を１２校から１１校にする統廃合の素案を示し、その説明会を１２地区で開催

致しましたが、この素案の中で、中学校では飯塚第３中学校の取扱いが、当面は存続

するが将来的には、飯塚第１中、幸袋中等のいずれかの中学校に統合する内容になっ

ていました。 

わたしは、第３中学校だけが将来の方針が明確に示されていない内容であり、この

曖昧な方針では、今後の鯰田地区のまちづくりに支障を来すと考え、鯰田地区自治会

長会の皆さんと協議を重ね、鯰田自治会長会が中心となって地区住民に飯塚第３中学

校の再編についてアンケート調査を行いました。その結果、生徒数の増加が考えられ

ないならば、菰田中学校が飯塚第１中学校に統合する時期と合わせて飯塚第１中学校

に統合する事が望ましいとする意見が多数を占めました。 

鯰田地区自治会会長は、その結果をまとめ、９月８日飯塚市教育委員会に飯塚第１

中学校に飯塚第３中学校の統合を求める要望書を提出致しました。 

これを受けて、１０月１３日開催の教育委員会会議で、小中学校再編整備計画案と

して、飯塚第３中学校は飯塚第１中学校に平成２７年度までに統合する事が提案され

ました。（尚、菰田中学校も平成２７年度までに飯塚第１中学校に統合する事が提案さ

れました。） 

芸術の秋「池のおく園・中村美術館」見学 
 飯塚から田川へ筑豊烏尾トンネルを抜けると、関の山交差点の横に「池のおく園・

中村美術館」がありますが、これまでこの建物の横を通り過ぎるだけでしたが、秋の

声を聞き、思い立って見学に行ってきました。 

 日本画では、横山大観、平山郁夫、東山魁夷、川合玉堂、洋画では、梅原龍三郎、

坂本繁二郎、陶磁器では、加藤唐九郎、板山波山、エミールガレのガラス工芸等、素

人のわたしでも、どこかで聞いたことのある有名な作家の作品が展示されていました。 

展示作品は、年に数回入れ替えてい 

るそうですが、北九州市美術館や福岡 

市美術館に比較しても遜色のない作品 

が展示されていることに驚きました。 

美術館周辺のたたずまいも落ち着い 

ていて静かに秋を感じる事ができまし 

た。 
 


